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藤
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衆
議
院
議
員
加
藤
�
一
君
提
出
平
成
十
六
年
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制

度
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
年
金
に
係
る
平
成
十
六
年
財
政
再
計
算
に
お
け
る
被
保
険
者
数
及
び
給
付
水
準
の
将
来
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
性
別

及
び
年
齢
別
の
人
口
、
労
働
力
率
並
び
に
労
働
力
人
口
に
占
め
る
被
用
者
の
割
合
の
見
通
し
に
基
づ
い
て
推
計
を
行
っ
て
お

り
、
直
接
失
業
率
を
推
計
に
用
い
て
い
な
い
た
め
、
失
業
率
が
現
在
の
数
値
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
に
お
け
る
給
付
水
準
の

将
来
見
通
し
を
試
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
直
近
の
被
保
険
者
数
を
推
計
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
最
近
の
雇
用
動
向
は
間
接
的
に
反
映
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
率
を
平
成
十
九
年
度
に
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
回
復
さ
せ
る
と
い
う
目
標
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
資
格
取
得
の
届
出
が
行
わ
れ
て
い
な
い
二
十
歳
に
到
達
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
職
権
に
よ
り
国
民
年
金
の
適
用
を
行
う

事
務
処
理
を
全
国
的
に
実
施
し
、
現
行
と
同
様
の
国
民
年
金
の
適
用
の
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
た
平
成
九
年
度
の
納
付
率
が
七

一



十
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
平
成
十
五
年
度
に
厚
生
労
働
省
に
設
置
し
た
国
民
年
金
特
別
対
策
本

部
に
お
い
て
、
当
面
の
ま
ず
達
成
す
べ
き
目
標
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
目
標
の
実
現
の
た
め
、
年
金
制
度
の
理
解
を
促
し
、
自
主
的
な
納
付
を
促
進
す
る
た
め
の
教
育
、
広
報
、
口
座
振
替

利
用
の
勧
奨
等
を
引
き
続
き
着
実
に
実
施
す
る
ほ
か
、
未
納
者
に
対
し
て
は
、
催
告
状
の
送
付
、
電
話
及
び
戸
別
訪
問
に
よ

る
納
付
督
励
等
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
十
分
な
所
得
又
は
資
産
を
有
し
な
が
ら
保
険
料
を
納
付
せ
ず
、
他
の
被
保
険
者
の
納

付
意
欲
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
者
に
対
し
て
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
九
十
六
条

第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
督
促
及
び
滞
納
処
分
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
険
料
免
除
の
割
合

を
所
得
に
応
じ
て
多
段
階
で
認
め
る
制
度
（
以
下
「
多
段
階
免
除
制
度
」
と
い
う
。
）
、
若
年
者
に
対
す
る
納
付
猶
予
の
制

度
等
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
に
よ
り
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
制
度

等
の
着
実
な
実
施
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
多
段
階
免
除
制
度
及
び
若
年
者
に
対
す
る
納
付
猶
予
の
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
仮
に
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
を
満
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
て
保
険
料
納
付
額
が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
将
来
の
給
付
額
も

そ
れ
に
応
じ
て
減
少
す
る
た
め
、
長
期
的
な
年
金
財
政
へ
の
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二



二
の
�
に
つ
い
て

納
付
率
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
収
入
が
減
少
す

る
こ
と
と
な
る
一
方
で
、
将
来
の
給
付
額
も
そ
れ
に
応
じ
て
減
少
す
る
た
め
、
長
期
的
な
年
金
財
政
へ
の
影
響
は
軽
微
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
に
児
童
手
当
制
度
が
創
設
さ
れ
た
際
に
、
児
童
手
当
の
額
に
つ
い
て
は
、
児
童
養
育
費
の
一
部
を
負
担
す

る
こ
と
に
よ
り
児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
家
計
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
国
や
社
会
が
次
代
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
児
童
の

養
育
に
つ
い
て
応
分
の
寄
与
を
す
る
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
旧
厚
生
省
が
行
っ
た
「
養
育
費
調
査
」

に
お
い
て
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
が
三
人
以
上
い
る
月
収
三
万
円
以
上
六
万
円
未
満
の
勤
労
者
世
帯
の
児
童
一
人
当
た
り

の
養
育
費
が
月
額
約
六
千
五
百
円
で
あ
っ
た
こ
と
、
児
童
手
当
審
議
会
に
お
け
る
検
討
等
を
勘
案
し
、
第
三
子
以
降
に
つ
い

て
月
額
三
千
円
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
物
価
動
向
等
を
勘
案
し
て
そ
の
額
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
か
ら
は
第
二
子
以
降
に
つ
い
て
、
平
成
四
年
一
月
か
ら
は
第
一
子
に
つ
い
て
も
児
童
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
額
に
つ
い
て
は
、
財
政
事
情
等
を
勘
案
し
て
第
三
子
以
降
に
対
す
る
額
の
半
額
と
さ
れ
た
と

三



こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
平
成
四
年
一
月
か
ら
は
第
一
子
及
び
第
二
子
に
つ
い
て
は
月
額
五
千
円
、
第
三
子
以
降
に
つ
い

て
は
月
額
一
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
物
価
動
向
等
を
勘
案
し
て
、
額
が
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
八
号
）
に
お
い
て
、
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
に
係
る
特
例
給
付
の
支
給
期
間
が
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
ま
で
延
長
さ
れ
た
の
は
、
小
学
校
第
三
学
年
修
了
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
人
格
形
成
上
重
要
な
時
期
で
あ
る
こ
と
、
日
常
生
活
全
般
に
保
護
が
求
め
ら
れ
、
子
育
て
に
手
が

か
か
る
時
期
で
あ
る
こ
と
、
親
の
年
齢
が
若
く
、
一
般
に
収
入
も
低
く
、
ま
た
、
母
親
の
就
業
率
も
低
い
こ
と
等
を
踏
ま
え

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
累
次
に
わ
た
る
制
度
改
正
に
よ
り
、
そ
の
支
給
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
支
給
額
の

引
上
げ
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
、
少
子
化
対
策
と
し

て
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
少
子
化
対
策
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の
科
学
的
な
分
析
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
分
析
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
と
も
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
の

四



施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

支
援
費
制
度
を
始
め
と
す
る
障
害
保
健
福
祉
施
策
と
介
護
保
険
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
障
害
者
、
地
方
自
治

体
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
障
害
保
健
福
祉
施
策
に
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
支
援
費
制
度
の
い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
で
担
う
こ
と
と
す
る
の
か
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
支
援
費
制
度
の
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
検
討
の
結
果
に
基
づ

く
具
体
的
な
制
度
の
在
り
方
に
よ
っ
て
変
わ
り
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
お

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
社
会
保
険
庁
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
と
は
、
社
会
保
険
庁
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
（
以
下

「
有
識
者
会
議
」
と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
有
識
者
会
議
は
、
内
閣
官
房
長
官
が
参
集
を
求
め
る
懇
談
会
等

行
政
運
営
上
の
会
合
（
「
審
議
会
等
の
整
理
合
理
化
に
関
す
る
基
本
的
計
画
」
（
平
成
十
一
年
四
月
二
十
七
日
閣
議
決
定
）

五



に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
行
政
運
営
上
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
大
臣
等
の
決
裁
を
経
て
、
大
臣
等
が
行
政
機
関
職
員
以
外
の

有
識
者
等
の
参
集
を
求
め
る
会
合
で
あ
っ
て
、
同
一
名
称
の
下
に
、
同
一
者
に
、
複
数
回
、
継
続
し
て
参
集
を
求
め
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
も
の
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
。

運
営
評
議
会
は
、
社
会
保
険
庁
長
官
が
参
集
を
求
め
る
懇
談
会
等
行
政
運
営
上
の
会
合
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
事
務
局
と
し
て
の
庶
務
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

有
識
者
会
議
の
事
務
局
と
し
て
の
庶
務
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
協
力
を
得
て
、
内
閣
官
房
に
お
い
て
処
理
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
運
営
評
議
会
の
事
務
局
と
し
て
の
庶
務
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
処
理
す
る
予
定
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

経
済
財
政
諮
問
会
議
は
、
経
済
全
般
の
運
営
の
基
本
方
針
、
財
政
運
営
の
基
本
、
予
算
編
成
の
基
本
方
針
そ
の
他
の
経
済

財
政
政
策
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
並
び
に
全
国
総
合
開
発
計
画
そ
の
他
の
経
済
財
政
政
策
に
関
連
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
経
済
全
般
の
見
地
か
ら
政
策
の
一
貫
性
及
び
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
調
査
審
議
す
る
こ
と
等
を

六



目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

有
識
者
会
議
は
、
社
会
保
険
庁
の
組
織
の
在
り
方
、
社
会
保
険
庁
の
改
革
の
た
め
に
緊
急
に
対
応
す
べ
き
方
策
等
に
つ
い

て
、
基
本
に
立
ち
返
っ
た
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
運
営
評
議
会
は
、
社
会
保
険
庁
の
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
保
険
料
拠
出
者
や
国
民
の
視
点
か
ら
、
事
業
内
容
や
業

務
の
実
施
方
法
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
改
革
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
社
会
保
険
庁
の
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
基
本

論
を
含
め
て
議
論
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
検
討
状
況
を
適
切
な
時
期
に
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
も
報
告
す
る

な
ど
、
相
互
に
連
携
を
図
り
つ
つ
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
方
、
運
営
評
議
会
は
、
社
会
保
険
庁
の
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
保
険
料
拠
出
者
や
国
民
の
視
点
か
ら
、
事
業
内
容
や
業

務
の
実
施
方
法
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
予
定
で
あ
り
、
有
識
者
会
議
と
性
格
は
異
な
る
が
、
社
会
保
険
庁
の
改

革
を
進
め
る
た
め
に
相
互
に
連
携
を
図
り
つ
つ
運
営
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
う
し
た
連
携
を
通
じ
て
、
各
会
議
に
お
い
て
基
本
的
な
認
識
を
共
有
し
つ
つ
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

七



え
て
い
る
。

八


